
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原文コンテンツ 翻訳結果である訳文コンテンツを コンテ
ンツ作成装置において、
　 範囲を選択する範囲選
択手段と、
　 原文 を入力する修正原文入力手段と、
　

　 入力された 原文 を
翻訳 範囲翻訳手段と、

　 前記範囲翻訳手段に
よって翻訳された訳文 置き換え 置換手段とを備えたことを特徴と
するコンテンツ作成装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、原文コンテンツを作成しながら他言語の訳文コンテンツを作成可能なコンテン
ツ作成装置および記録媒体に関する。
【０００２】
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を翻訳し、 表示装置に表示する

前記表示装置に表示された前記訳文コンテンツにおいて修正する

前記訳文コンテンツを修正するための コンテンツ
前記修正原文入力手段により入力された前記原文コンテンツを前記範囲選択手段で選択

された範囲に表示する表示手段と、
前記修正原文入力手段により 前記修正のための コンテンツ 翻訳コンテ

ンツに する
前記表示手段により表示された前記修正のための原文コンテンツを

コンテンツに て表示する



【従来の技術】
従来、文字情報を含むイメージ情報等の中からコンテンツ作成装置を用いてユーザにとっ
て必要な情報であるコンテンツを作成する。この作成されたコンテンツは、新たな翻訳装
置を用いて別言語のコンテンツに翻訳し、このとき翻訳された訳文コンテンツの修正が必
要なとき、再度コンテンツ作成装置を用いて修正処理を行っている。
【０００３】
従って、コンテンツの作成はコンテンツ作成装置、コンテンツの翻訳は翻訳装置で行うと
いった、それぞれ独立の装置により処理するものであり、コンテンツを作成しながら別言
語のコンテンツを作成することができない。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
従って、原文コンテンツを作成しながら別言語の訳文コンテンツを作成する場合、コンテ
ンツの作成と、このコンテンツから翻訳による別言語の訳文コンテンツの作成とはそれぞ
れ別作業で処理する必要がある。
【０００５】
その結果、例えば原文コンテンツの修正を行った場合、その修正原文を既に翻訳されてい
る訳文コンテンツに反映させることができない。
【０００６】
また、コンテンツの作成に際し、同時に多言語のコンテンツを作成することができなかっ
た。
【０００７】
本発明は上記事情にかんがみてなされたもので、原文入力によつて訳文コンテンツに反映
させうるコンテンツ作成装置を提供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、本発明は、原文コンテンツ 翻訳結果である訳文
コンテンツを コンテンツ作成装置において、

範囲を選択する範囲選択手段と、
原文 を入力する修正原文入力手段と、

入力された 原文
を 翻訳 範囲翻訳手段と、

前記範囲翻訳手段によって翻訳された訳文 置き換え
置換手段とを コンテンツ作成装置である。

【００１２】
　この発明は、以上のような手段を

。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１８】
図１は本発明に係るコンテンツ作成装置および記録媒体の一実施の形態を示す構成図であ
る。
【００１９】
同図において１はＣＰＵで構成されたコンテンツ作成処理部であって、ワークステーショ
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を翻訳し、
表示装置に表示する 前記表示装置に表示され

た前記訳文コンテンツにおいて修正する 前記訳文コンテ
ンツを修正するための コンテンツ 前記修正原文入力
手段により入力された前記原文コンテンツを前記範囲選択手段で選択された範囲に表示す
る表示手段と、前記修正原文入力手段により 前記修正のための コンテンツ

翻訳コンテンツに する 表示手段により表示された前記修正のため
の原文コンテンツを コンテンツに て表
示する 備えた

持つことにより、範囲選択手段が表示装置に表示され
た訳文コンテンツにおいて修正する範囲を選択した後、修正原文入力手段が訳文コンテン
ツを修正するための原文コンテンツを入力し、表示手段が修正原文入力手段により入力さ
れた原文コンテンツを範囲選択手段で選択された範囲に表示する。更に、範囲翻訳手段が
修正原文入力手段により入力された修正のための原文コンテンツを翻訳コンテンツに翻訳
し、置換手段が表示手段により表示された修正のための原文コンテンツを範囲翻訳手段に
よって翻訳された訳文コンテンツに置き換えて表示するものである



ンまたはパソコンなどがそれに相当する。このコンテンツ作成処理部１には、訳文コンテ
ンツの修正処理を行う範囲選択修正用コンテンツ作成処理プログラムを記録する記録媒体
２、ネットワーク３、スキャナ４、翻訳エンジン５、コンテンツファイル７および多数の
コンテンツファイル８１ ～８ｎをもつディレクトリ９が接続されている。
【００２０】
なお、前記記録媒体２は、一般的には磁気ディスクが用いられるが、それ以外にも例えば
磁気テープ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、フロッピーディスク、ＭＯ、ＣＤ－Ｒ、メ
モリカードなどを用いてもよい。また、コンテンツファイル７、８１ ，～８ｎはインター
ネット／イントラネットで使用できる形式のファイルである。ディレクトリ９は、各コン
テンツファイル８１ ～８ｎの格納場所などを示すものである。
【００２１】
さらに、コンテンツ作成処理部１には、処理上必要なデータ、処理途中および処理後のデ
ータその他必要なデータを一時記憶するデータバッファメモリ１２、表示部１３に表示す
るための表示データを格納する画像メモリ１４、訳文範囲指定その他必要な指示を入力す
る入力機器１５が接続されている。
【００２２】
前記コンテンツ作成処理部１は、機能的には例えばネットワーク３またはスキャナ４から
取り込んだ情報のうち、ユーザにとって必要な例えば文字情報を抽出したり、またユーザ
の利用し易い形式に変換するなどして原文コンテンツを作成し、予め決められたコンテン
ツファイル７または８１ ，～８ｎの何れかに格納するとともに、翻訳エンジン５を用いて
所要の別言語に翻訳し、その訳文コンテンツを原語コンテンツとは区別して予め決められ
たコンテンツファイル７または８１ ，～８ｎの何れかに格納するコンテンツ作成処理手段
２１設けられている。
【００２３】
また、コンテンツ作成処理部１は、コンテンツ作成中またはコンテンツファイル例えば７
から訳文コンテンツを読み出して表示部１３に表示するコンテンツ表示手段２２と、表示
された訳文コンテンツの中から修正を必要とする範囲を入力機器１５からの選択指示に基
づいて選択する範囲選択手段２３と、この選択範囲内において入力機器１５から修正のた
めの原文を入力する修正原文入力手段２４と、修正範囲内に入力された原文を翻訳エンジ
ン５により他言語の翻訳する範囲翻訳手段２５と、この翻訳結果に基づいて既訳文コンテ
ンツの修正範囲の訳文を翻訳結果の訳文に置換処理する置換手段２６とによって構成され
ている。
【００２４】
次に、以上のような装置の動作について図２および図３を参照して説明する。
【００２５】
先ず、コンテンツ作成処理手段２１にて、原語コンテンツおよび翻訳エンジン５による訳
文コンテンツを作成し（Ｓ１；コンテンツ作成処理機能）、所定のコンテンツファイル７
，８１ ～８ｎに格納するが、このコンテンツ作成中に訳文コンテンツを表示し、またはコ
ンテンツファイル読出し指示のもとに指定コンテンツファイル例えば７から訳文コンテン
ツを読み出して表示部１３に表示する（Ｓ１，Ｓ２：コンテンツ表示機能）。
【００２６】
図３（ａ）は翻訳済みの訳文コンテンツの表示例を示す図である。この表示の結果、訳文
コンテンツのうち、例えば「ｍｏｒｎｉｎｇ　ａｓｓｅｍｂｌｙ」（（朝礼）を「Ｇｏｏ
ｄ　ｍｏｒｎｉｎｇ」に修正したい要求がある。
【００２７】
そこで、表示された訳文コンテンツの中から修正を必要とする選択範囲の指定があるか否
かを判断し、選択範囲の指定または全部範囲の指定があれば、その選択範囲を他の訳文コ
ンテンツとは区別可能に表示する（Ｓ３～Ｓ５：範囲選択機能）。具体的には、色替え、
点滅、マーク，訳文消去その他の方法により特定する。
【００２８】
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しかる後、入力機器１５から修正原文を入力するが、このとき例えば「おはよう」という
修正原文を入力すると（Ｓ６，図３（ｂ）参照）、翻訳エンジン５を用いて、「おはよう
」を他言語である例えば英語に翻訳する（Ｓ７；範囲翻訳機能）。そして、この翻訳され
た修正訳文に基づいて、選択範囲内の「ｍｏｒｎｉｎｇ　ａｓｓｅｍｂｌｙ」は「Ｇｏｏ
ｄ　ｍｏｒｎｉｎｇ」に置換されて表示される（Ｓ８，図３（ｃ）参照）。
【００２９】
従って、以上のような実施の形態によれば、訳文コンテンツの任意の範囲を指定し原文を
入力すれば、その原文を所定の言語に翻訳し、既に翻訳済みの訳文が翻訳結果の訳文に自
動的に置き換えられる。このことは、原文入力による翻訳結果が訳文コンテンツに反映さ
れることができる。
【００３０】
図４は本発明に係るコンテンツ作成装置および記録媒体の他の実施形態を示す構成図であ
る。なお、同図において図１と同一部分には同一符号を付し、その詳しい説明は図１に譲
り、ここでは省略する。
【００３１】
本装置においては、特に原語コンテンツを一括翻訳するための一括翻訳用コンテンツ作成
処理プログラムを記録する記録媒体３０およびコンテンツ作成処理部１が異なるものであ
る。
【００３２】
このコンテンツ作成処理部１は、機能的には図１と同様なコンテンツ作成処理手段３１（
２１）の他、コンテンツ作成中の原文コンテンツそのまま表示するか、または入力機器１
５からのファイル読出指示に基づいてコンテンツファイル７の原文コンテンツの読み出し
か或いはディレクトリ９下のコンテンツファイル８１ から８ｎの何れかの原文ファイルの
原文コンテンツの読み出しかを判断するファイル検索判断手段３２と、ディレクトリ９下
にあるコンテンツファイルの場合には指定ファイルを選択するファイル選択手段３３と、
コンテンツ作成中の原文コンテンツをそのまま、或いは各手段３２，３３により指定され
たコンテンツファイルの原文コンテンツを読み出して表示部１３に表示する原文コンテン
ツ表示手段３４と、この表示手段３４によって表示された原文コンテンツを翻訳エンジン
５により所定の言語に一括翻訳する一括翻訳手段３５と、この一括翻訳手段３５により翻
訳された新規な所定言語のコンテンツを表示する訳文コンテンツ表示手段３６とによって
構成されている。
【００３３】
次に、以上のような装置の動作について図５を参照して説明する。
【００３４】
コンテンツ作成処理部１は、記録媒体３０に記録される一括翻訳用コンテンツ作成処理プ
ログラムを読み出してデータバッファメモリ１２に格納した後、例えばネットワーク３ま
たはスキャナ４から取り込んだ情報のうち、ユーザにとって必要な例えば文字情報を抽出
したり、またユーザの利用し易い形式に変換するなどして原語のコンテンツを作成した後
（Ｓ１１；コンテンツ作成処理機能）、この原文コンテンツを予め決められたコンテンツ
ファイル７または８１ ，～８ｎの何れかのファイルに格納するか否かを判断し（Ｓ１２）
、ファイル格納の指示があれば、コンテンツファイルに格納する（Ｓ１３）。
【００３５】
コンテンツファイルに格納した場合には、入力機器１５からファイル指定を含むファイル
検索の指示があったか否かを判断する（Ｓ１４；ファイル検索判断機能）。ファイル検索
指示がなければコンテンツファイル７から原文コンテンツを読み出し、またファイル検索
指示があればファイル指定に基づいてディレクトリ９下のコンテンツファイル例えば８１

を選択し（Ｓ１５；ファイル選択機能）、そのコンテンツファイル８１ から原文コンテン
ツを読み出し、それぞれ表示部１５に表示する（Ｓ１６；原文コンテンツ表示機能）。
【００３６】
しかる後、表示された原語コンテンツについて、翻訳エンジン５を用いて
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、一括翻訳処理を行い、所定言語の新規な訳文コンテンツを作成し、データバッファメモ
リ１２に格納する（Ｓ１１７：一括翻訳処理機能）。その後、データバッファメモリ１２
から新規な訳文コンテンツを読み出し、表示部１３に表示する（Ｓ１８；新規訳文コンテ
ンツ表示機能）。
【００３７】
そして、翻訳結果の確認修正後または修正無しのとき、ファイル７または８１ ～８ｎの何
れかの指定ファイルに保存する（Ｓ１９，Ｓ２０）。
【００３８】
従って、以上のような実施の形態によれば、コンテンツ作成中またはファイル格納中の原
文コンテンツを表示し、この表示中の原文コンテンツを一括翻訳するので、原文コンテン
ツを作成しながら他言語の訳文コンテンツを作成でき、しかも翻訳エンジン５に応じて原
文コンテンツから多言語を訳文コンテンツを作成できる。
【００３９】
なお、入力機器１５から直接コンテンツファイル７または８１ ，～，８ｎを指定する場合
、必ずしもその指定ファイルの原文コンテンツを表示することなく一括翻訳処理できるの
で、この場合には図４の原文コンテンツ表示手段３４や図５のステップＳ１６の処理が不
要になることは言うまでもない。
【００４０】
図６は本発明に係るコンテンツ作成装置および記録媒体の他の実施形態を示す構成図であ
る。なお、同図において図１および図４と同一部分には同一符号を付し、その詳しい説明
を省略する。
【００４１】
本発明装置においては、特に記録媒体４０およびコンテンツ作成処理部１が異なるもので
ある。
【００４２】
この記録媒体４０は図７に示す一連の処理を実行する対比表示処理用コンテンツ作成処理
プログラムが記録されている。
【００４３】
前記コンテンツ作成処理部１は、コンテンツ作成処理手段４１の他、この作成処理中の原
文コンテンツを表示する原語コンテンツ表示手段４２と、この表示された原文コンテンツ
について翻訳エンジン５を用いて一括翻訳する一括翻訳手段４３と、表示部１３に原文コ
ンテンツと一括翻訳された訳文コンテンツを対比表示する原文・訳文対比表示手段４４と
、この表示手段４４で表示された原文を参照しつつ訳文の正否ないし修正処理を行う訳文
修正処理手段４５と、原文および訳文を指定するファイル７または８１ ，～，８ｎに保存
するファイル保存手段４６が設けられている。
【００４４】
以上のような装置の動作について図７および図８を参照して説明する。
【００４５】
コンテンツ作成処理部１は、記録媒体４０から対比表示用コンテンツ作成処理プログラム
を読み出しデータバッファメモリ１２に格納した後、当該プログラムに従って例えばネッ
トワーク３またはスキャナ４から取り込んだ情報のうち、ユーザにとって必要な例えば文
字情報を抽出したり、またユーザの利用し易い形式に変換するなどして原語コンテンツを
作成し（Ｓ２１；コンテンツ作成処理機能）、図８左側に示すごとく作成された原文コン
テンツを表示部１３に順次表示していく（Ｓ２２；原文コンテンツ表示機能）。そして、
コンテンツ作成処理完了であるか否かを判断し（Ｓ２３）、処理完了の場合には原文コン
テンツについて翻訳エンジン５を用いて一括翻訳処理を行う（Ｓ２４；一括翻訳機能）。
【００４６】
以上のようにして翻訳処理を行った後、原文コンテンツと訳文コンテンツとを図８に示す
ように対比表示し（Ｓ２５：対比表示機能）、訳文の確認を可能とする。ここで、訳文修
正有無を判断し、訳文修正の必要がある場合には修正処理を実施する（Ｓ２６，Ｓ２７）
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。
【００４７】
さらに、修正処理後または修正不必要な場合、入力機器１５から保存ファイル指定の入力
があれば、その指定に従ってコンテンツファイル７または８１ ，…保存する（Ｓ２８，Ｓ
２９）。
【００４８】
従って、以上のような実施の形態によれば、コンテンツ作成処理表示中の原文コンテンツ
を一括翻訳し、原文と翻訳結果の訳文とを対比表示するので、訳文のチェックが容易とな
り、多言語のコンテンツ作成および修正作業の簡素化を図ることができる。
【００４９】
図９は本発明に係るコンテンツ作成装置および記録媒体の他の実施形態を示す構成図であ
る。なお、同図において図６および図７と同一部分には同一符号を付し、その部分の説明
を省略する。
【００５０】
本発明装置は、記録媒体５０に記録される対比表示用コンテンツ作成処理プログラムに従
ってコンテンツ作成処理を行うが、図６と比較して異なるところは、原文コンテンツと一
括翻訳された訳文コンテンツを対比表示した後、訳文修正処理手段４５にて表示された原
文を参照しつつ訳文の正否ないし修正処理を行うが、その後、原文削除手段５１を設け、
原文コンテンツのみを削除する構成としたことにある。
【００５１】
この装置の動作は、図１０に示すような一連の処理を実行する。
【００５２】
すなわち、図７のステップＳ２１ないしＳ２７と同様な処理を実行した後、入力機器１５
から原文削除の指示が入力されたか否かを判断し（原文削除判断機能）、原文削除の指示
があったとき、原文全文を一括削除する。しかる後、入力機器１５から保存ファイル指定
の入力があれば、その指定に従ってコンテンツファイル７または８１ ，…保存する（Ｓ２
８，Ｓ２９）。
【００５３】
従って、原文コンテンツを作成しながら多言語の訳文コンテンツを作成でき、しかもこれ
ら原文と訳文とを対比表示し、容易に修正可能にすると共に、修正後は原文全部を一括削
除するので、多言語訳文コンテンツ作業が容易となる。
【００５４】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、訳文コンテンツの修正部分に原文を入力することに
より、既訳文コンテンツの修正部分に翻訳された訳文を反映させことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係るコンテンツ作成 一実施の形態を示す構成図。
【図２】　図１に示す装置の動作を説明するフローチャート。
【図３】　原文入力による訳文への反映を説明する図。
【図４】　本発明に係るコンテンツ作成 他の実施形態を示す構成図。
【図５】　図４に示す装置の動作を説明するフローチャート。
【図６】　本発明に係るコンテンツ作成 他の実施形態を示す構成図。
【図７】　図６に示す装置の動作を説明するフローチャート。
【図８】　原文コンテンツと訳文コンテンツとの対比表示状態を示す図。
【図９】　本発明に係るコンテンツ作成 他の実施形態を示す構成図。
【図１０】　図９に示す装置の動作を説明するフローチャート。
【符号の説明】
　　１…コンテンツ作成処理部
　　２、３０，４０，５０…プログラム記録媒体
　　７，８１ ～８ｎ…コンテンツファイル
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　　９…ディレクトリ
　　２１，３１，４１…コンテンツ作成処理手段
　　２２…コンテンツ表示手段
　　２３…範囲選択手段
　　２４…修正原文入力手段
　　２５…範囲翻訳手段
　　２６…置換手段
　　３２…ファイル検索判断手段
　　３３…ファイル選択手段
　　３４，４２…原文コンテンツ表示手段
　　３５，４３…一括翻訳手段
　　３６…訳文コンテンツ表示手段
　　４４…原文・訳文対比表示手段
　　４５…訳文修正処理手段
　　４６…ファイル保存手段
　　５１…原文削除手段
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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